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は じめに

　近年の ドイ ツ では，児童 ・生徒の 学力低下 の 問題が

顕在化するなか で，学力向上をめざ した初等 ・中等教

育の改革が進 められ て い る。そ して，改革の 柱の
一

つ

として，「教育ス タ ン ダー
ド （Bildungsstandards）」

と呼ばれる，初等 ・中等教育の 全国的な教育課程 の 基

準が新た に作成されて い る。本発表で は，理科の 教育

ス タ ン ダ
ー

ドを取り上げ，そ の 特徴につ い て 述 べ る。
1 ．教育ス タ ンダー ドの 新設

　新設 された教 育ス タ ン ダー
ドは ， 常設各州文部大臣

会議にお い て合意され た協定で あ る、今後，各州 （16

州）は，独 自に作成 してい る州の教育課程の基準に お

い て ，
ス タ ン ダ

ー
ドの 内容を反映させる こ ととなる 。

　現在の とこ ろ発表され て い る教育ス タン ダ
ー

ドは ，

初等教育段階 （通年で 第 1〜4 学年）の ドイツ 語，数

学，前期中等教育段階 （第 5 〜10学年）の ドイ ツ語，

数学 ， 第 1外国語 （英語 ， フ ラン ス 語）， 及び理科 （物

理，化学，生物）につ い てで ある。
こ の うち理科は ，

2004年 12月に発表され て い る。

　初等教育段階の事実教授（理科と社会科を合わせ た

よ うな教科）の 教育ス タン ダ
ー

ドは発表 され て お らず，

今後発表 され る予定もない
。 また ， 後期中等教育段階

（第 11〜13学年，ギ ムナジウム 上級段階）につ い て

は，い ずれの 教科の もの も発表される予定はない 。た

だ し，2002年 か ら 20（K 年に か けて （理科は 2004年
2 月）， 大学入学に 関わ る試験基準の 改訂がなされ て

お り，
こ の 紙しい 試験基準が 後期中等教育段階の 教育

課程を方向づ け る こ と となっ て い る。

2 ．理科の教育スタンダード

（1 ）能力領域 （Ketipetenzbere　i　che）
　教育ス タン ダー

ドの ねらい は ， 特定学年 で 到達す べ

き能力水準を明示する こ とである に ご での 能 力とは

コ ンペ テ ン ツ （Kompetenz）の こ とで，広義の能力を

意味する）。 理科で は ， 第 10学年終了時 の能力水準が

以下 の 4 領域に分けて示 されて い る。各領域は詳細な

内容か らなるが，おお よそ次の こ とが求め られてい る。

  専門知識 （Fachwissen）：自然事象に見られる事

実，原理，法則 陸，及び概念を知る こ と，基本概念を

整理する こ と。  認職獲得 （Erkenntnisgewinnung）二

物理 と化学で は，実験に よる研究方法やそれ以外 の 研

究方法を利用す るこ と，
モ デル を利用する こ と。 生物

では，これらに加えて ，特に比較観察を利用するこ と。

  コ ミュ ニ ケーシ ョ ン （Konurnmikation）： 自然事象に

関する情報を獲得し，整理 し，交換す るこ と。  評価

（Bewertung）：生活や社会，技術などとの かかわ りに

お い て，自然科学の 意義や価値を評価する こ と。

　こ の うち  で は各科の 内容が，  〜   で は活動方法

が示 され て い る。  と  が独立 した能力領域 として位

置づ け られ て い る こ とは，注 目に値する。

（2 ）基本概念（Bas　i　skonzepte ）

　教育ス タ ン ダードで は ，さきの   にお い て，各科 の

基本概念が挙げられて い る。それは物理で は，物質，

相互 作用 ，
シ ス テ ム

，
エ ネル ギ z 化学で は ， 物質と

粒子 との 関係 ， 構造 と特徴 との 関係，化学反応，物質

の 変化につ い て の エ ネル ギー的考察，そ して，生物で

は，シ ス テ ム，構造と機能，成長で あ る 。

（3 ）課題例 （Aufgabenbeispiele）

　教育ス タン ダー
ドでは，課題例 として，各科の 内容

の 範例が挙げられ て い る。物理で は 「熱気球」 など

12例，化学で は 「石 灰除去」など 8 例，生物で は 「密

閉された水槽」 な ど 15例 で ある。範例 で は ， 教材 と

なる資料 ， 学習課題，及び内容 の 各項 目が示 されてい

る。また，各項 目で は，関係する能力領域 （さきの  
〜  ）と要求水準 （3段階の 難易度）が示されて い る。

そ して，範例 に そ っ た授業を行 うこ とで，生徒の 学習

成果を診断 （Diagnose）す る こ とが求められ て い る。

おわ りに

　教育ス タ ン ダードをも とに して，各州が進め て い る

教奇課程の 基準の改訂で は，共通した一つ の特徴が見

られ る 。 それは ， 教育課程の 基準の 運用におい て ， 学

校や教師の 裁量を拡大 して い る こ とである。授業時数

の 全体の 2／3 は基準に示 された内容に，1／3 は学校

や教師が自主的に編成する 内容に充て る こ とを定める

州も見られ る。 この背景には ， 学力向上の 実現には ，

学校の 自律化が不可欠 ， とい う基本的な考え方が ある。
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